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食品の製造原価と価格上昇で食の安全は守られているの
か？ 消費者行動の変化を読み解くためのヒントを見つける
総合統計データ集。

食の安全と健康意識
データ集2023

例えばこんなことがわかります！

● 内閣府の食品安全モニターが、食品安全モニターとして周囲に伝えたいこと
　 1 位　食品添加物に関すること　11.8%
　 2 位　有害微生物（細菌等）、ウイルス等による食中毒に関すること　9.4%
　 3 位　いわゆる健康食品に関すること　8.9%
● 世界の遺伝子組換え農作物の栽培面積の割合
　 1 位　大豆（9,190 万 ha）　48%
　 2 位　トウモロコシ（6,090 万 ha）　32%
　 3 位　ワタ（2,570 万 ha）　14%
● 消費者が必ず表示（義務表示に）してほしいと思う栄養成分名
　 1 位 糖質 34.9%　　2 位 脂質 34.3%　　3 位 たんぱく質　31.6%
●  食品トレーサビリティ調査で「出荷の記録を保存している」と回答した

“農業者”の割合……84.5%
●  食品トレーサビリティ調査で「出荷の記録を保存している」と回答した 

“漁業者”の割合……87.9%
● 各流通加工業者の内部トレーサビリティの取組みを実施している割合
　 ・食品製造業　60.2%　　・食品卸売業　57.1%
　 ・食品小売業　40.6%　　・外食産業　　26.7%
● 食中毒の病因物質別事件数の割合
　 1 位　アニサキス（344 件）　48.0％　　　
　 2 位　カンピロバクター・ジェジュニ／コリ（154 件）　21.5％　
　 3 位　ノロウイルス （72 件）　10.0％
● 食中毒の病因物質別患者数の割合
　 1 位　ノロウイルス（4,733 人）　42.7％
　 2 位　ウエルシュ菌（1,916 人）　17.3％
　 3 位　カンピロバクター・ジェジュニ／ コリ 
　　　　 （764 人）　 6.9％
● 食中毒事件の原因施設別事件数の割合
　 1 位　飲食品（283 件）　39.5%
　 2 位　家庭（106 件）　　14.8%
　 3 位　販売店（40 件）　  　5.6%
● 食中毒事件の原因施設別患者数の割合
　 1 位　仕出し（3,010 人）　27.2%
　 2 位　飲食店（2,646 人）　23.9%
　 3 位　製造所（2,127 人）　19.2%

食の安全に対する不安の程度

より詳しくは、三冬社ホームページまで
https://www.santho.net/

企業の経営改善・マーケティングに、学校の課題研究等の資料として、食の安全、食と
健康に関するあらゆるデータを集録。お薦めの 1 冊です。
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例えばこんなことがわかる・図表グラフが900点以上掲載
食の安全・健康に関する様々なデータがこの1冊にまとまった

三冬社ホームページには すべてのデータ集を掲載　https://www.santho.net/

マーケティング調査・企画提案・研究・経営改善のための必備図書

主な内容紹介

１章  食の安全に関するデータ＆意識
食の安全に関する小中学生の意識 / 食品群別、安全性についての不安・
経年変化 / 国産牛肉と輸入牛肉の品質に対するイメージ / 遺伝子組換え
農作物をめぐる国内外の状況 / 食品表示に関する消費者の理解 / 食品製
造業における HACCP の導入状況 / 諸外国・地域の規制措置　など

2 章  食中毒、衛生管理・予防等に関するデータ
食中毒の発生状況（概況）/ 全国の地方別、食中毒発生事例一覧（2022
年）/ 飲食店での害虫・害獣対策や被害 / 食品製造業・飲食店における
HACCP について　など

3 章  鳥インフルエンザ・家畜伝染病・BSE 等に関するデータ
世界の鳥インフルエンザ・CSF（豚熱）・ASF（アフリカ豚熱）・豚流行性
下痢（PED)・口蹄疫・BSE の発生状況 / 野鳥における鳥インフルエンサ
ウイルス保有状況 / 家畜伝染病に関する消費者意識　など

4 章  健康に関するデータ＆意識
平均寿命 / 国民の健康状況 / 子どもの発育状況 ･ 健康状況 / 日本人の
食事摂取基準（2020 年版）/ 学校給食栄養報告 / 健康管理意識 / 腸
活に関する意識 / がん検診の受診意識　など

5 章  健康食材・特定機能食品等に関するデータ＆意識
世界と日本の有機食品市場の状況 / 有機食品等の消費状況 / 健康食
品・機能性表示食品の市場規模 / サプリメントの摂取　など

6 章  食育・食品ロス等に関するデータ＆意識
食育推進基本計画 / 小中学生の食事実態と食への意識 / 共食の状況
/ 生活習慣病の予防や改善に関する実践 /「日本型食生活」/ 食品ロ
スの現状 / 消費者の食品ロスに関する意識 / 飲食店における食べ残
しの持ち帰り / 代替食の喫食・飲用意向　など

主な出典元：�内閣府食品安全委員会/農林水産省/厚生労働省/文部科学省/環境省/消費者庁/（公財）日本食肉消費総合センター/（公財）中央果実協会/（一社）大日本水産会/
ホットペッパーグルメ外食総研/農林中央金庫/日本政策金融公庫農林水産事業本部　その他団体・企業等

A4判　2022 年 10月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-091-6

コロナ後の女性の暮らしと消費はどう変化するのか？
仕事や結婚の意識まで捉えた統計集。

女性の暮らしと生活意識
データ集 2023

A4 判　2023 年 1月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-094-7

食品価格の高騰がもたらすライフスタイルの変化
消費者の食を考え直すための総合統計集。

食生活データ
総合統計年報 2023

A4 判　2022 年 9月発行　本体価格 14,800 円＋消費税
ISBN 978-4-86563-089-3

少子化・高齢化が進むニッポン！
数年後には、高齢者も減少する予想で、介護・看護サー
ビスの再構築のための豊富な資料を集めた統計集。

介護・看護サービス
統計データ集 2023

A4判　2022年 12月発行　本体価格14,800円＋消費税
ISBN 978-4-86563-092-3

70 歳雇用延長で働き甲斐が問われる日本！
諸外国と比べて低下した生産性の向上が問われている。
少子高齢社会に向けた対策を考えるための総合統計集。

少子高齢社会
総合統計年報 2023
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（公財）日本食肉消費総合センター「『食肉に関する意識調査』報告書　令和3年度」（インターネット調査）

2021年年10月調査、首都圏 （埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県）、京阪神圏 （大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県）

エリアの20 歳以上、かつ本調査時点までの間に食肉（牛肉／豚肉／鶏肉）を自身で購入し食した1,800名（男性：900名、女性：

900名）対象

（注）関心がある計⇒「非常に関心がある」＋「やや関心がある」、関心がない計⇒「あまり関心がない」＋「まったく関心がない」
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消費者庁「食品表示の内容を正しく理解するための“食品添加物表示に関するマメ知識”」

厚生労働省「令和2年度マーケットバスケット方式による保存料及び着色料の摂取量調査の結果について」「令和元年度 マーケ

ットバスケット方式による甘味料の摂取量調査の結果について」「平成30年度清涼飲料水中の安息香酸の摂取量調査の結果につ

いて」「平成30年度 マーケットバスケット方式による保存料等の摂取量調査の結果について」「平成29年度マーケットバスケッ

ト方式による酸化防止剤、防かび剤等の摂取量調査の結果について」「平成17年度マーケットバスケット方式による栄養強化剤、

乳化剤の摂取量調査の結果について」「マーケットバスケット方式による年齢層別食品添加物の一日摂取量の調査（2000年）」
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食品衛生法第 4 条において、食品添加物は次のように定められている。

“食品の製造の過程において又は食品の加工若しくは保存の目的で、食品に添加、混和、浸潤その他の方法によって使用するもの”

・食品添加物は食品を包んでいる容器や包装に表示されている。

・食品添加物は、一括表示の枠内にある「添加物欄」又は「原材料名欄」に、食品中の添加物に占める重量の割合の高いものから順に、原則、当該添加物

の物質名で表示されている。

・食品添加物は、原則、使用した全ての食品添加物が「物質名」で表示される。簡略名等の一般に広く使用されている名称で表示することも可能である。

・食品添加物の指定に当たっては、食品安全委員会で安全性が評価され、厚生労働省での審議を経て、食品衛生法に基づき成分規格や使用基準が設定され

ている。この使用基準に基づき、使用できる食品や使用量が限られている食品添加物もある。

・食品添加物は、科学的な根拠に基づきリスク評価され、過剰摂取による健康影響が生じないように、必要に応じて添加できる上限量（最大使用量）を設

定することにより、安全性が確保されている。

食品添加物は、加工食品の普及や食品流通の国際化等を背景に、食品を理解して選択するための情報として、1989 年に加工食品全般に表示が義務付けら

れた。

食品添加物の定義

種 類

用 途

食品添加物の例

甘味料

食品に甘みを与える

キシリトール、アスパルテーム

着色料

食品を着色し、色調を調整する

クチナシ黄色素、コチニール色素

保存料

カビや細菌などの発育を抑制し、食品の保存性を向上させる ソルビン酸、しらこたん白抽出物

増粘剤、安定剤、ゲル化剤 食品に滑らかな感じや粘り気を与え、安定性を向上させる
ペクチン、カルボキシメチルセルロースナトリウム

酸化防止剤

油脂などの酸化を防ぎ、保存性を良くする

二酸化硫黄、ビタミン C

発色剤

ハム・ソーセージなどの色調を改善する

亜硝酸ナトリウム、硝酸ナトリウム

漂白剤

食品を漂白し、白く、きれいにする

亜硫酸ナトリウム、次亜硫酸ナトリウム

防かび剤

輸入柑橘類などのかびの発生を防止する

オルトフェニルフェノール

香 料

食品に香りを付ける

オレンジ香料、バニリン

酸味料

食品に酸味を与える

クエン酸、乳酸

調味料

食品にうま味などを与え、味を調える

L- グルタミン酸ナトリウム

乳化剤

水と油を均一に混ぜ合わせる

植物レシチン

pH 調整剤

食品の pH を調整し、品質を良くする

DL- リンゴ酸、乳酸ナトリウム

膨張剤

ケーキなどをふっくらさせ、ソフトにする

炭酸水素ナトリウム、焼ミョウバン

食品添加物の主な種類と用途等

ADI（許容 1 日摂取量）の定義

・食品添加物は食品安全委員会で食品健康影響評価（リスク評価）を行い、科学的データに基づき ADI（許容 1 日摂取量）　を設定している。

ADI（許容 1 日摂取量）：ヒトが一生涯にわたって毎日摂取し続けても、健康への悪影響がないと考えられる 1 日当たりの食品添加物の摂取量

出典：消費者庁「食品表示の内容を正しく理解するための“食品添加物表示に関するマメ知識”」
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１ 食中毒の発生状況（概
況）

厚生労働省「（平成28年（
2016年）〜令和3年（202

1年）、年次別）食中毒発
生状況」「（令和3年・令和

2年）食中毒統計調査」

2-1-1 食中毒事件数及び患者数の
年次推移（2001年〜2021年）

図表

出典：厚生労働省「令和
3年（2021年）食中毒発生状況」

2-1-2 年齢階級別、食中毒患者数
とその割合（2020年・2021年）

図表

出典：厚生労働省「令和
3年（2021年）食中毒発生状況」
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2 世界と日本の有機農業の現状
農林水産省生産局農業環境対策課「有機農業をめぐる事情」（令和4年9月）
※一部 農林水産省 HP「有機食品の検査認証制度」より詳細を含む

5-2-1 世界の有機農業取組面積及び全耕地面積に占める割合（2004年〜2020年）

図表

資料：FiBL ＆ IFOAM　The World of Organic Agriculture statistics & Emerging trends 2022 をもとに、農業環境対策課作成。

注：1） 消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保等を目的として、1963 年に FAO 及び WHO により設置された国際的な政府間機関。国際食品規格の策定等を行っており、我が国は 1966

年より加盟。

5-2-2 世界の地目ごとの有機農地面積の変化（2004年〜2020年）
図表

5-2-3 各国の耕地面積に対する有機農業取組面積と面積割合（2020年）
図表

資料： FiBL ＆ IFOAM　The World of Organic Agriculture statistics & Emerging trends 2022
をもとに、農業環境対策課作成。

（注）日本は有機 JAS を取得している面積のみ計上。資料： FiBL ＆ IFOAM　The World of Organic Agriculture statistics & Emerging trends 2022
をもとに、農業環境対策課作成。

有機農業とは
➢ コーデックス委員会1）「有機的に生産される食品の生産、加工、表示及び販売に係るガイドライン（CAC/GL32-1999）」によると、“有機農業は、生

物の多様性、生物的循環及び土壌の生物活性等、農業生態系の健全性を促進し強化する全体的な生産管理システムである”とされている。

➢ 我が国では、有機農業の推進に関する法律（平成18年法律第112号）において、“｢有機農業」とは、化学的に合成された肥料及び農薬を使用しない

こと並びに遺伝子組換え技術を利用しないことを基本として、農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて行わ

れる農業”と定義されている。

有機農産物とは
➢ コーデックス委員会のガイドラインに準拠した「有機農産物の日本農林規格（有機 JAS 規格）」の基準に従って生産された農産物。

この基準に適合した生産が行われていることを第三者機関が検査し、認証された事業者は、｢有機 JAS マーク」を使用し、｢有機●●」｢オーガニッ

ク｣ 等と表示ができる。
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15 健康意識と健康食品の購入
ファンくる（（株）ROI）調べ「健康食品についての意識調査」（インターネット調査）

2022年5月調査、「ファンくる」に登録している全国の一般消費者のモニター対象（回答数：1,000名　男性：358名、女性：642名）
5-15-2 コロナ禍で健康に対して意識を

するようになったか

図表

5-15-1 現在、どのようなことで健康に
気を付けているか（複数回答）

図表
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図表

5-15-3 コロナ禍で健康に対して意識す
るようになった理由（複数回答）　

図表
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（注）5-15-2で「はい」と回答した者対象

5-15-5 普段、健康食品はどこで購入することが多いか

図表
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（注）「健康食品を購入しない」と回答した者を除く。
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19 生産者等の食
品トレーサビリテ

ィに関する意識・
意向

農林水産省「食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査　生産者等の食品トレーサビリティに関する意識・意向調査

結果」（インターネット調査・郵送調査）令和3年度調査：2021年12月〜2022年1月調査、令和2年度調査：2020年12月〜2021年

1月調査、2015年農林業センサスにおける農業経営体の農業者・2018年漁業センサスにおける漁業経営体の漁業者・事業所母集

団データベースに登録されている事業所の流通加工業者対象（有効回答数　令和3年度調査：農業者 2,368名、漁業者 711名、流

通加工業者 1,288事業所、令和2年度調査：農業者 2,156名、漁業者 875名、流通加工業者 1,304事業所）

1-19-1 「出荷の記録」の保存

（2021年度
・2020年度

）

図表

1-19-3 「出荷の記録」を保存している

理由（2021年度
・2020年度

）（複数回答）

図表
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（注）流通加工業者の結果は、「無回答」の者を除いた人数を 100.0％とした割合である。

1-19-2
農業者の「出荷の記録」の保存

（2021年度
・2020年度

） 
図表
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注：1）2020 年度は「事故原因の究明や農畜産物や食品の回収に対応するため」

（注）1-19-2 で「出荷の記録を保存している」と回答した者対象

1-19-4
農業者が「出荷の記録」を保存して

いる理由（2021年度・
2020年度）（複

数回答）

図表

1-19-5
農業者が「出荷の記録」を保存して

いない理由（2021年度・2
020年度）（複数

回答）
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在庫管理のた
め

万が一の事故
に備えて、原因

の究明や

農畜産物の回
収に対応する

ため

税務・経理事
務のため

0 20 40 60 80
（％）

61.0

24.0

9.8

28.9

0.4

60.7

16.4

4.1

35.8

0.8

2020年度
n=246

2021年度
n=366

無回答

その他

伝票類を保存
する場所が

確保できない
ため

手間がかかる
ため

必要性を感じ
ないため

注：1）2019 年度は「原因の究明や農畜産物の回収に対応するため」

（注）1-19-2 で「出荷の記録を保存している」と回答した者対象

（注）1-19-2 で「出荷の記録を保存していない」と回答した者対象

農畜水産物・食品・製品の「出荷の記録」の保存について
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１ 鳥インフルエンザの発生状況
農林水産省「鳥インフルエンザに関する情報」

3-1-1 高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの発生状況（2021年1月〜2022年11月1日現在）

図表
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《アフリカ》  
南アフリカ共和国 H5（高） 2021.5.13 H5N1（高） 2022.10.4  ［2022.5.23］ H5（低） 2021.7.14  ［2021.7.5］ H5N2（低） 2021.3.25 H7（低） 2021.2.4セネガル H5N1（高） ［2022.1.25］ナイジェリア H5N1（高） 2022.4.26モーリタニア H5N1（高） 2021.1.27アルジェリア H5N8（高） 2021.1.17  ［2021.2.22］ニジェール H5N1（高） 2022.1.12マリ H5N1（高） 2022.3.3レソト H5（高） 2021.5.28トーゴ H5N1（高） 2022.1.1ガーナ H5（高） 2021.6.26コートジボワール H5N1（高） 2021.11.21ベナン H5（高） 2021.7.27 H5N1（高） 2021.10.5ボツワナ H5N1（高） 2021.7.24カメルーン H5N1（高） 2022.1.29ナミビア H5N1（高） ［2022.2.2］ブルキナファソ H5N1（高） 2021.12.15ギニア H5N1（高） 2022.5.10

アイスランド H5N1（高） 2022.4.15  ［2022.9.22］アイルランド H5N1（高） 2021.12.17  ［2022.10.17］ H5N3（高） ［2021.1.8］ H5N8（高） ［2021.1.29］アルバニア H5N1（高） ［2022.3.18］ H5N8（高） 2022.3.23イタリア H5N1（高） 2022.10.21  ［2022.10.12］ H5N8（高） 2021.2.19  ［2021.2.1］ H7N7（低） 2021.1.29ウクライナ H5（高） 2021.12.12  ［2021.4.2］ H5N8（高） 2021.2.16英国 H5N1（高） 2022.10.20  ［2022.10.20］ H5N3（高） ［2021.1.14］ H5N8（高） 2021.3.21  ［2021.11.7］エストニア H5N1（高） ［2022.3.18］ H5N8（高） 2021.10.21  ［2021.9.27］オーストリア H5N1（高） 2022.1.20  ［2022.4.8］ H5N5（高） ［2021.2.25］ H5N8（高） ［2021.4.27］オランダ H5N1（高） 2022.10.15  ［2022.10.7］ H5N3（高） ［2021.1.4］ H5N4（高） ［2021.3.4］ H5N8（高） 2021.5.21  ［2021.12.1］

北マケドニア H5N1（高） ［2022.2.17］ギリシャ H5N1（高） ［2022.4.18］ H5N8（高） ［2021.3.30］クロアチア H5N1（高） 2022.5.25  ［2022.2.9］ H5N8（高） ［2021.3.14］スイス H5N1（高） 2021.11.23  ［2022.3.7］ H5N4（高） ［2021.2.4］スウェーデン H5（高） ［2021.5.25］ H5N1（高） 2022.2.23  ［2022.10.5］ H5N5（高） 2021.3.2  ［2021.5.25］ H5N8（高） 2021.4.19  ［2021.10.13］スバールバル諸島 H5N5（高） ［2022.6］スペイン H5N1（高） 2022.9.17  ［2022.10.21］ H5N8（高） ［2021.1.26］スロバキア H5N1（高） 2022.5.24  ［2022.2.7］ H5N5（高） 2021.1.22 H5N8（高） ［2021.1.15］スロベニア H5N1（高） 2021.12.26  ［2022.10.19］セルビア H5N1（高） ［2021.11.13］ H5N2（高） ［2021.9.26］ H5N8（高） ［2021.10.8］チェコ H5（高） 2021.9.27 H5N1（高） 2022.4.13  ［2022.1.29］ H5N5（高） ［2021.2.24］ H5N8（高） 2021.5.17  ［2021.4.19］

デンマーク H5（高） 2021.10.30 H5N1（高） 2022.3.28  ［2022.10.25］ H5N3（高） ［2021.4.29］ H5N5（高） ［2021.3.19］ H5N8（高） 2022.1.6  ［2022.1.3］ドイツ H5N1（高） 2022.10.16  ［2022.9.30］ H5N3（高） ［2021.12.22］ H5N4（高） ［2021.4.16］ H5N5（高） 2021.3.4  ［2021.3.10］ H5N8（高） 2021.6.23  ［2021.7.1］ノルウェー H5（高） 2021.11.16 H5N1（高） 2022.10.20  ［2022.8.10］ H5N5（高） ［2022.7.7］ H5N8（高） ［2021.7.29］ハンガリー H5N1（高） 2022.6.7  ［2022.5.30］ H5N5（高） ［2021.2.23］ H5N8（高） 2021.2.1  ［2021.3.2］フィンランド H5N1（高） ［2022.8.16］ H5N8（高） 2021.2.8  ［2021.11.9］フェロー諸島 H5N1（高） 2022.10.14  ［2022.6.18］フランス H5N1（高） 2022.10.20  ［2022.10.19］ H5N8（高） 2021.4.26  ［2021.9.11］ H7N7（高） ［2021.9.14］ H5N3（低） 2021.3.9
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2 食育への関心農林水産省「食育に関する意識調査報告書 令和4年3月」（郵送調査・インターネット調査）

2021年11月〜12月調査、全国20歳以上の者対象（有効回答数：2,447名　男性：1,105名、女性：1,342名）

6-2-1 食育への関心度

図表

6-2-2 男女・世代別、食育への関心度

図表

「第4次食育推進基本計画」の目標

  ・食育に関心を持っている国民の割合

     目標値（2025年度）：90％以上

無回答 0.9％

関心がない3.3％

どちらかといえば
関心がない

どちらかといえば
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関心がある

全体n=2,395
35.7％

47.5％

13.4％

全体n=9,999
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26.4％
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1.2
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3.3

5.6

1.4

3.9

6.3

2.1

16.2

22.1

11.4

17.3

22.5

13.4

53.1

49.1

56.4

54.0

51.8

55.7

26.4

22.6

29.6

24.4

18.9

28.5

注：1）「関心がある」「どちらかといえば関心がある」の計

　：2）「どちらかといえば関心がない」「関心がない」の計

6-2-3 今後1年間食育として実践したいこと（複数回答）

図表
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（％）

68.2

61.5

58.3

46.3

43.6

43.2

43.0

36.5

36.2

地場産物を購入したい

家族や友人と食卓を囲む
機会を増やしたい

おいしさや楽しさなど

食の豊かさを大切にしたい

食品の安全性について理解したい

地域性や季節感のある食事をとりたい

規則正しい食生活を実践したい

食べ残しや食品の
廃棄を削減したい

健康に留意した
食生活を実施したい

栄養バランスのとれた
食生活を実践したい

0
20

40
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80
（%）

28.4

21.1

20.9

16.7

12.5

11.3

0.9

0.6
無回答

その他

生産から消費までの
プロセスを理解したい

家族と調理する機会を増やしたい

食文化を伝承していきたい

自分で調理する機会を増やしたい

食事の正しい作法を習得したい

調理方法・保存方法を習得したい

全体 n=2,447

第4章

188 食の安全と健康意識データ集 2023

4 国民の栄養素等摂取状況・日本人の食事摂取基準（2020年版）

厚生労働省「（平成29年・平成30年・令和元年） 国民健康・栄養調査報告」、「日本人の食事摂取基準」策定検討会「日本人の食事

摂取基準（2020年版）」※令和2年（2020年）及び令和3年（2021年）の国民健康・栄養調査は、新型コロナウイルス感染症の影響により中止。

4-4-1 男女・年齢階級別、20歳以上の朝食の欠食率（2019年）

図表
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4-4-2 男女・年齢階級別、20歳以上の朝食の欠食率の年次推移（2007年～2019年）

図表

4-4-3 20歳以上の食塩摂取量の平均値の年次推移（2009年～2019年）
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2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

男
性

全体
14.7 15.8 15.5 15.2 16.1 14.2 14.4 14.3 14.3 15.4 15.0 15.3 15.5

20～29歳 28.6 30.0 33.0 29.7 34.1 29.5 30.0 37.0 24.0 37.4 30.6 29.9 27.9

30～39歳 30.2 27.7 29.2 27.0 31.5 25.8 26.4 29.3 25.6 26.5 23.3 28.3 27.1

40～49歳 17.9 25.7 19.3 20.5 23.5 19.6 21.1 21.9 23.8 25.6 25.8 24.5 28.5

50～59歳 11.8 15.1 12.4 13.7 15.0 13.1 17.8 13.4 16.4 18.0 19.4 18.0 22.0

60～69歳
7.4 8.1 9.1 9.2 6.3 7.9 6.6 8.5 8.0 6.7 7.6 8.2 9.6

70歳以上
3.4 4.6 4.9 4.2 3.7 3.9 4.1 3.2 4.2 3.3 3.4 3.7 3.4

女
性

全体
10.5 12.8 10.9 10.9 11.9 9.7 9.8 10.5 10.1 10.7 10.2 9.0 11.1

20～29歳 24.9 26.2 23.2 28.6 28.8 22.1 25.4 23.5 25.3 23.1 23.6 18.9 18.1

30～39歳 16.3 21.7 18.1 15.1 18.1 14.8 13.6 18.3 14.4 19.5 15.1 12.7 22.4

40～49歳 12.8 14.8 12.1 15.2 16.0 12.1 12.2 13.5 13.7 14.9 15.3 12.6 17.1

50～59歳
9.7 13.4 10.6 10.4 11.2 9.2 13.8 10.7 11.8 11.8 11.4 13.0 14.4

60～69歳
5.1 8.6 7.2 5.4 7.6 6.5 5.2 7.4 6.7 6.3 8.1 5.3 6.8

70歳以上
3.8 5.2 4.7 4.6 3.8 3.6 3.8 4.4 3.8 4.1 3.7 3.7 4.5

出典：厚生労働省「令和元年 国民健康・栄養調査報告」

出典：厚生労働省「令和元年 国民健康・栄養調査報告」

出典：厚生労働省「平成 29 年 国民健康・栄養調査報告」「平成 30 年 国民健康・栄養調査報告」「令和元年 国民健康・栄養調査報告」

使える！ わかる！


